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銀河円盤から離れたハロー部には、高速度雲HVCより速度が小さく、銀河回転にのらない中間速度 (|VLSR| =
20–100 km/s)のH i雲 (Intermediate-velocity cloud; IVC)が広く分布している（Kuntz & Danly 1996, “HIGH-
VELOCITY CLOUDS” 2004, H. van Woerden他）。IVCは大半が負の速度を持つことが知られているが、距離決定
が難しくその起源は未だ明らかになっていない。我々の中性水素21 cmスペクトルの研究により、(ℓ, b) = (85◦,−38◦)
にピークを持つ直線状 IVCが銀河面と衝突しつつあり、その重元素量が太陽系近傍より少ないことから、銀河
系ハローまたは銀河系外に起源を持つ可能性があることが明らかになった (丸山 2015年秋季年会)。この IVCは
−40 km/sの視線速度を持ち、−15 km/sの太陽系近傍成分との空間的な反相関、および両者の速度を連続的につ
なぐ成分の存在から、近傍成分との衝突が示唆された。この研究を受けて、我々は対象とする IVCを全天に広げ、
太陽系近傍成分との関係を調べることで IVCの起源を追究する研究を進めている。まず、GALFAおよび LABの
H i 21 cm線サーベイデータを用いて全天の IVCから 10領域を抽出し、各々について空間/速度分布を調べた。そ
の結果、3領域で先行研究の IVCに類似する中間速度成分を検出し、異なる速度の雲の空間的反相関が確認され
た。このうち (ℓ, b) = (185◦,+65◦)にピークを持つ速度−80km/s付近の雲についてさらに詳細に解析を行った。
この高銀緯H i雲を銀河北極を中心にして見たところ、銀経で 80◦にわたる直線的な構造を持つことがわかった。
またこの IVCは、−40 km/s付近の雲と空間的な反相関がみられることから、先行研究の IVCと同様の衝突状態
にある可能性がある。本講演ではこの解析結果の詳細を報告し、今後の展望について議論する。


